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委
員
会
で
は
、
条
例
制
定

３
件
、
補
正
予
算
２
件
を
審

査
し
全
て
全
員
賛
成
に
て
原

案
可
決
し
た
。

副
市
長
は１

人
制
に
戻
る

副
市
長
を
２
人
か
ら
１
人

　

委
員
会
で
は
、
条
例
制
定

２
件
、
補
正
予
算
１
件
、
工

事
請
負
契
約
の
締
結
１
件
、

市
道
路
線
の
廃
止
１
件
、
認

定
１
件
に
つ
い
て
審
査
し
、

全
議
案
と
も
全
員
賛
成
で
可

決
し
た
。

委
員
会
で
は
条
例
改
正
４

件
、
補
正
予
算
１
件
を
審
査

し
、
全
議
案
と
も
全
員
賛
成

で
可
決
し
た
。

小
学
６
年
ま
で

入
院
費
の
助
成
を
拡
大

乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
に

関
す
る
条
例
改
正
は
、
４
月

か
ら
助
成
対
象
を
、
入
院
に

限
り
従
来
の
未
就
学
児
か
ら

小
学
６
年
生
ま
で
に
拡
充
す

る
も
の
。

経
費
増
は
約
５
０
０
万
円

を
見
込
む
が
、
入
院
に
限
る

理
由
は
、
通
院
ま
で
広
げ
る

と
新
た
に
６
千
万
円
の
財
源

が
必
要
と
な
る
た
め
。

併
せ
て
、
未
就
学
児
に
対

す
る
助
成
の
所
得
制
限
を
撤

廃
す
る
。
こ
れ
は
就
学
前
の

子
育
て
支
援
策
と
近
隣
の
状

へ
と
変
更
す
る
条
例
改
正
に

つ
い
て
は
委
員
か
ら
「
副
市

長
２
人
制
で
も
多
忙
で
あ
る

中
、
１
人
で
大
丈
夫
か
」
の

質
問
に
「
部
長
で
対
応
で
き

る
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

さ
ら
に
部
長
制
廃
止
と
副

市
長
２
人
制
を
検
討
す
る
中

で
、
検
証
の
結
果
、
業
務
へ

の
支
障
な
ど
考
慮
し
、
専
任

の
部
長
制
を
存
続
す
る
必
要

が
あ
り
、
副
市
長
１
人
制
へ

の
見
直
し
案
が
出
て
き
た
。

そ
の
こ
と
で
他
団
体
の
状
況

や
行
革
の
視
点
か
ら
副
市
長

１
人
制
を
決
定
し
た
と
の
説

況
を
勘
案
し
た
た
め
。

な
お
、
現
段
階
で
は
す
べ

て
の
所
得
制
限
を
撤
廃
す
る

考
え
は
持
ち
あ
わ
せ
て
い
な

い
こ
と
の
見
解
も
示
さ
れ
た
。

女
性
消
防
団
員
７
人
増 

地
域
で
の
活
動
に
期
待

消
防
団
員
を
増
や
す
条
例

改
正
は
、
本
部
付
の
女
性
団

員
を
７
人
増
や
し
て
22
人
と

す
る
も
の
。

女
性
団
員
の
現
在
の
活
動

は
、
家
庭
訪
問
な
ど
の
広
報

や
防
火
、
救
護
活
動
に
お
け

る
指
導
、
初
期
消
火
の
一
翼

を
担
う
こ
と
を
想
定
し
た
ポ

ン
プ
操
法
の
訓
練
な
ど
。

委
員
会
で
は
、
地
域
に
お

け
る
消
火
栓
操
作
の
訓
練
や

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
に

関
す
る
訪
問
活
動
な
ど
で
女

性
団
員
の
力
量
発
揮
を
期
待

す
る
声
が
出
さ
れ
た
。

待
機
者
解
消
に
む
け

29
床
の
特
養
ホ
ー
ム設置

補
正
予
算
中
、
市
内
初
と

な
る
地
域
密
着
型
の
特
別
養

明
が
あ
っ
た
。

ま
た
委
員
よ
り
「
今
回
、

元
に
戻
っ
た
感
が
あ
る
が
機

構
改
革
の
中
で
教
育
次
長
を

専
任
に
戻
す
考
え
は
な
い
の

か
」
と
の
質
問
に
「
現
在
、

次
長
は
学
校
教
育
課
長
と
の

兼
務
だ
が
、
検
証
し
て
業
務

が
難
し
い
の
で
あ
れ
ば
今
後

の
課
題
と
し
て
対
応
し
た
い
」

旨
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
の

大
規
模
改
修
工
事

始
ま
る

補
正
予
算
中
、
サ
ザ
ン
ク

ス
筑
後
の
改
修
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
年
ま
で
の
費
用
と
し

て
約
５
億
円
を
見
込
ん
で
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

ま
た
、
橋
梁
・
水
道
・
下

水
道
等
の
補
修
計
画
に
つ
い

て
は
個
別
の
計
画
は
あ
る
が
、

全
体
で
ど
の
程
度
の
事
業
費

に
な
る
の
か
、
財
政
計
画
を

含
め
て
中
長
期
的
方
針
を
作

成
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
認

識
が
示
さ
れ
た
。

取
り
が
変
え
ら
れ
る
。
仕
切

り
の
と
こ
ろ
は
収
納
引
き
戸

に
な
っ
て
お
り
、
邪
魔
に
な

ら
な
い
よ
う
な
収
納
が
で
き

る
。
境
に
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
は
完
全
オ
ー
プ
ン
に
で
き

る
よ
う
な
構
造
を
考
え
て
い

る
。
空
調
に
関
し
て
も
省
エ

ネ
が
で
き
る
。

　

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
共
同

生
活
を
す
る
に
は
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
が
な
く
な
る
と
い
う
点

が
あ
る
」
と
答
弁
が
あ
っ
た
。

新
し
い
常
用
団
地
は

日
本
初
の
構
造

　

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て
「
公
営
住
宅
で
は
日

本
初
の
建
築
構
造
で
の
建
て

替
え
工
事
と
聞
く
が
、
水
回

り
を
中
央
に
す
る
構
造
の
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
」

と
の
質
問
に
「
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
に

つ
い
て
い
う
と
、
メ
リ
ッ
ト

は
仕
切
り
を
す
る
こ
と
で
４

つ
に
区
切
る
こ
と
が
で
き
る

な
ど
、
住
む
人
に
よ
っ
て
間

恋
ぼ
た
る
温
泉
館
の

休
憩
室
増
設

　

広
域
公
園
内
休
憩
施
設
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て
は
「
増
設
す

る
こ
と
に
よ
り
一
日
の
利
用

者
が
２
７
０
人
に
な
る
こ
と

を
期
待
す
る
と
言
う
が
、
利

用
者
の
状
況
を
分
析
し
利
用

者
増
を
図
っ
た
ら
ど
う
か
」

と
の
質
問
に
「
Ｐ
Ｒ
に
つ
い

て
は
新
年
度
予
算
に
計
上
し

て
お
り
、
市
と
し
て
も
し
っ

か
り
や
っ
て
い
く
。
ま
た
指

定
管
理
者
に
も
力
を
入
れ
る

よ
う
話
を
し
て
い
る
」
と
答

弁
が
あ
っ
た
。

総務文教委員会

建設経済委員会

厚生委員会

外壁工事中のサザンクス筑後

常任委員会報告もっと知
りたい

ちっごの
課題

提出さ
れた議

案を

くわし
く審査

！

公営住宅では日本 初の構造 ―常用団地―

護
老
人
ホ
ー
ム
設
置
は
、
新

た
に
市
南
部
に
29
床
の
整
備

を
図
る
も
の
。

現
在
、
要
介
護
者
で
実
質

的
に
施
設
入
居
の
必
要
な
自

宅
待
機
者
は
48
人
ほ
ど
が
見

込
ま
れ
、
１
日
も
早
い
整
備

が
待
た
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
来
年
度
、
市
外
か

ら
の
入
所
も
可
能
な
広
域
型

の
施
設
設
置
で
40
床
の
整
備

が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
も

報
告
さ
れ
た
。   

総
務
省
消
防
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り

増設工事中の恋ぼたる温泉館休憩室
建て替えられる常用団地の完成予想図


